
興部町のバイオマス事業について
～バイオマス産業都市 – 興部町～



北海道興部町について
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概要

● 総 面 積：362.54Km2
● 人 口：3,800人（1,806世帯）

● 基幹産業：酪農業・漁業

ACSESS

●羽田空港→オホーツク紋別空港→興部町
（ANA直行便にて1時間50分、1往復） （車で40分）

農業（ほぼ酪農専業）

● 乳牛頭数：10,573頭
● 肉牛頭数： 1,372頭
● 農家戸数： 61戸
● 生乳生産：49,858ｔ
● 生 産 額：69.7億円

●札幌市→興部町（約4時間,272km）

興部町

●札幌市

●旭川市

●釧路市

●函館市



バイオマス産業都市 - 興部町
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バイオマス産業都市 ＝ 地域に存在するバイオマスを原料に、収集・運搬、製造、利用までの経済性が確保され
た一貫システムを構築し、地域のバイオマスを活用した産業創出と地域循環型のエネル
ギーの強化により地域の特色を活かしたバイオマス産業を軸とした環境にやさしく災害
に強いまち、むらづくりを目指す地域。

興部町バイオマス産業構想

平成25年度第2次選定にてバイオマス産業都市として認定された。
平成28年度には町営のバイオガスプラントが稼働開始。
民間も含め3基のバイオガスプラントが稼働中。
下水汚泥・生ごみ・食品加工残渣の受入も行い混合発酵処理を
行っている。
基幹産業である酪農の基盤強化のため、バイオガスプラントの普
及を目指している。

全国のバイオマス産業都市 興部町バイオマス産業都市構想



興部北興バイオガスプラント
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平成28年11月稼働開始



循環型酪農
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循環型酪農

良質な牧草（栄養価のある
おいしいえさ）を与えて、
健康な乳牛を飼育する。

飼料（牧草等）

排せつ物を牧草を育てる
ための肥料として使う。

施肥

排せつ物を切り返し等に
より堆肥化を行う。
ふん尿の適正処理。

肥料生産

生乳生産

バイオガスプラント

循環型酪農 ＝ 家畜から出る廃棄物（ふん尿）を有機資源として最大限に活用し良質な飼料生産を行う、環境に
配慮した持続性の高い自然循環型農業

適正な肥料生産（ふん尿処理）による、良質な生乳生産を推進。
＝バイオガスプラントによる処理が効果的

（メタン発酵）



バイオマス事業の循環
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バイオガスプラントは、酪農基盤強化とともにエネルギーの創出も行う。地域産業の活性化と新たなエネルギー産
業の創出により、地域経済の活性化や防災面につなげていきたい。

家畜ふん尿

Lorem

消化液

再生敷料

農地還元

良質な飼料

悪臭低減
変換技術

ＦＩＴ売電

水素・液化燃料

資金

Lorem i

バイオガス

熱

バイオガスプラント

バイオマス
の循環

エネルギー
の循環

酪農基盤の強化 まちづくり



新エネルギーの想像 (大阪大学と連携協定）
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プロジェクト内容

社会的・技術的課題

●電力系統接続問題により家畜ふん尿バイオガスプラントの建設が相次いで中断している。
※FIT制度による事業化が困難な状況。

●FIT売電により運営しているバイオガスプラントにおいてもFIT期間終了後を見据えた事
業展開の検討が必要。※出力抑制を要請された場合の収入面の対策も必要。

●既設バイオガスプラントにおいては、災害時（停電時）に稼働ができない。
※エネルギーを生み出す施設でありながら系統電力に左右される。

●電力エネルギーの活用には、電力会社との調整や多額な設備投資が必要。

FIT制度に頼らない産業の創出が必要であり、非常時において活用できる

（備蓄可能な）エネルギーの創出が必要。

導入する技術

●常温常圧化におけるメタンの酸化反応技術（2018年2月,大阪大学大久保教授ら）を用い
たメタノール・ギ酸の生産。

●従来のメタノール製造方法は、高温高圧下において水蒸気改質法を用いた製造。
→高コストであり大量のCO2排出を伴っていた。

●二酸化塩素を用いてメタンガスから
常温・常圧反応でメタノールやギ酸
などの有用ケミカルを安価に製造。
二酸化炭素を全く排出しないことが
特徴。

プロジェクトイメージ

事業モデル

●2019年6月26日：興部町・大阪大学で技術開発に関する連携協定を締結。

●既設の町営バイオガスプラント（FIT売電）においてメタノール・ギ酸製造体制を整備
する。

●大阪大学で開発を進めているメタノール製造プラントをバイオガスプラントに整備し、
連続生産体制を整える。※世界初の事業化。

●メタノールは備蓄燃料として防災拠点へ整備。ギ酸はサイレージの添加剤として町内へ
供給。

●一部バイオガスはバイオガスボイラーにて敷料施設へ熱供給。

成果の波及効果

●既設バイオガスプラント（FIT売電）の活用。
・FIT売電と並行した新産業の創出モデルの構築。
・出力抑制への対応。・脱FITモデルの構築。

●世界初の事業化による新産業の創出。
・発展途上国の非電化地域へのエネルギー供給に貢献。

●カーボンニュートラルなメタノール燃料による防災対策。
・防災対策とした非常用燃料の備蓄・EVステーションの整備による観光産業

●飼料添加剤（ギ酸）の自給自足。
・資金、資源の域内循環。安定した飼料生産体制の構築。

新たなエネルギー地産地消モデルにより、全国バイオガスプラント建設を後押し。

2019年6月26日：連携協定調印式



新エネルギーの想像 (大阪大学と連携協定）
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20190629 北海民友新聞朝刊

20190626 連携協定調印式 ＠大阪大学 20190627 毎日新聞朝刊

20190627 北海道新聞朝刊



地域循環共生圏事業 (広域連合での取り組み）
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脱炭素イノベーションによる地域循環共生圏構築事業のうち

地域の多様な課題に応える脱炭
素型地域づくりモデル形成事業

雄武町

西興部村

興部町

紋別市

滝上町

湧別町

市町村名 人口 世帯数 備考

紋別市 22,527 12,041
大規模木質バイ

オマス

湧別町 9,066 4,183
バイオマス産業
都市申請予定

雄武町 4,508 2,213
バイオマス産業
都市申請予定

興部町 3,887 1,803
バイオマス
産業都市

（家畜ふん尿）

滝上町 2,666 1,445
バイオマス
産業都市
（木質）

西興部村 1,117 673
バイオマス
産業都市

（家畜ふん尿）

合計 43,771 22,358

●地域に眠る多様なバイオマス資源から発生するエネルギー
を域内（広域）で利活用する取り組み。

●環境に配慮した、自立・分散型地域エネルギーシステムの
構築を目指します。


